介護保険　　　 住宅改修費の支給について
要介護者・要支援者（以下、要介護者等）が居住する住宅について比較的小規模の住宅改修を行う場合、事前に要介護者等の心身の状況と住宅の状況から町が必要と認めた工事に限り、その一定範囲の費用が介護保険給付の対象となります。

□支給対象となる方

[image: image1.wmf][image: image2.wmf]((要介護１～５及び経過的要介護、または要支援１、２の認定を受け、在宅で生活している方

((対象の住宅は介護保険被保険者証（住民票）に記載された住所のみ

※新規申請等において認定結果がまだ出ていない方、病院や施設に入院・入所中の方は、原則として住宅改修の申請はできません。（事前相談は可）
□支給額

((住宅改修の対象となる工事費用の９～７割分（負担割合による）が支給されます。

((住宅改修に係る費用は要介護者等1人につき２０万円までが対象の限度となり、支給額は１８万円が上限となっています（住宅改修費の支給限度基準額２０万円の９～７割 ※負担割合による）

((要介護状態が著しく（３段階以上）悪化した場合は、１回に限り改めて２０万円までの工事が申請可能となり、再度１８万円まで（負担割合による）の支給を受けることができます（要介護１と要支援２は同じ段階とみなします）また、転居した場合も同様に、もう一度２０万円までの工事が対象となります。

□支給方法

工事完了後、申請者が施行業者に工事費全額を支払った後、対象工事費（支給限度基準額２０万円）の９～７割分（負担割合による）が申請者指定の口座へ振り込まれます（申請手続きは裏面参照）
□支給申請に必要となる書類（申請者は認定受給者本人となります）
事前相談（工事着工前に必ず事前相談が必要となります）
	住宅改修事前相談票
	大和町所定の様式

	住宅改修が必要な理由書
	本人の身体状況や介護状況の把握と、改修により日常生活をどう改善したいのか、改修目的や効果等の内容を確認します

	工事費見積書
	改修箇所や工事の種類、見積額を明確に記載してください

	ケアプランの写し
	指定居宅介護支援事業所で作成したものの写し

	住宅改修前の写真・完成状態が確認できる図面
	写真は、便所、廊下等の改修箇所ごとに改修前の状態で、写真撮影日が入っているものを添付してください。また、図面は改修前後の状態がわかる平面図を添付してください

	承諾書
	住宅の所有者が本人以外の場合に必要です


工事完了後
	住宅改修費支給申請書
	大和町所定の様式

	工事費用内訳書
	改修箇所や工事の種類、費用を明確に記載してください

	工事費用に係る領収書
	領収書の名義は申請者本人のものに限ります

	住宅改修後の写真
	改修箇所ごとに改修工事前後の変化が確認できるように撮影したもの


住宅改修費支給の申請手続き



















住宅改修費の支給（口座振込）





住宅改修が必要な方





住宅改修費の支給申請


次の書類等を準備し、申請します


○住宅改修費支給申請書


○工事代金の領収書


○工事費内訳書


○工事完了写真





要介護（要支援）認定


住宅改修費の支給を受けるためには改修工事の前までに要介護（要支援）の認定申請を行い、要支援１，２または要介護１～５の認定を受ける必要があります。





工事完了後３０日以内に申請してください





ケアマネジャーに相談


住宅改修事前相談時に必要となる「住宅改修が必要な理由書」の作成を担当のケアマネジャーに依頼します。


※担当ケアマネジャーがいない場合には、地域包括支援センター（電話：343-5175）にご相談ください








工事完了後の写真の撮影、工事代金の支払い





改修工事着工　→　完成





承認





事前相談の受付・審査


受付窓口：福祉課 　高齢者福祉係


※改修の目的や効果、工事の内容を審査します。


（ご返答までに時間を頂くこともあります）





施工業者、ケアマネジャーとの打ち合わせ


工事前の改修箇所の写真を撮影





住宅改修の事前相談（工事着工前）


必要書類を準備し、上記の受付窓口に提出します。


○住宅改修事前相談票


○住宅改修が必要な理由書


○工事費見積書


○改修工事前後図面等


○着工前の改修箇所の写真（撮影日付入りのもの）


○住宅改修の承諾書（住宅の所有者が本人以外の場合）





事前相談の内容に変更があった場合は速やかにご連絡ください





申請・問い合わせ先


大和町福祉課 高齢者福祉係　　ＴＥＬ：０２２－３４５－７２２１


〒981-3621　宮城県黒川郡大和町吉岡まほろば一丁目1番地の1








